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復旦大学における日本研究の現状


















1970 年代と 80 年代は、中日関係が史上最高の友好関係を呈し、両国関係の
全面的展開に従って、日本研究も盛んになった。南開大学が 2009 年にまとめ
















門所属の研究員が 10%、その他の所属の研究者が 10% を占めている 1。
さらに各分野の配置を見ると、日本語日本文学 43%、日本歴史 18%、日本経
済 14%、日本政治・対外関係 12%、日本哲学・思想 5%、日本教育 2%、総合










































建安ほか、2002 年）、『経済全球化与 21 世紀日本的対策』（陳建安編、2003 年）。
日本言語文学学科の主な日本研究者には李征教授がおり、主な研究成果は、





















日本研究センターには現在、専門研究員が 10 名おり、そのほか、研究員 7 名、










关系及对 21 世纪的展望』（編著、2001 年）
徐静波准教授（中日比較文化、日本言語と文化）













































は約 70 種を有する。2005 年に、国内数十の大学や研究機構とインターネット
図書資源共用協議を結び、当センターのインターネット図書館は、各大学・研
究機構の関係研究者に向けて無料検索、閲覧、コピー、及び郵送サービスを提
供している。また、学術誌『日本研究集林』を定期刊行するほか、研究専門
書や論文集など約 30 余種の出版物をもって、学内研究者・学生・兼任研究員、
及び学外の関係研究者を支援している。
結び――復旦大学における日本研究の未来
復旦大学における日本研究は、中国の日本研究の進展とともに、大いに発展
してきた。特に、中国の南方地域において、先導者の役割を果たしている。し
かし、これからの発展にあたっては、困難も少なくない。中日関係の悪化によ
り、その影響を受けた社会や若者たちに日本への関心度の低下が見られる。今
後、中日関係の問題点をいかに研究し、どのように難問を解決するかは、復旦
大学の日本研究者ならびに日本研究センターが抱えている大きな課題である。
